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琵
琶
湖
が
広
が
る

風
光
明
媚
な
地

　
高
島
市
は
、
滋
賀
県
の
北
西
部
、
琵

琶
湖
の
西
側
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
湖
西
線

新
快
速
で
京
都
ま
で
約
五
十
分
。
便
利

で
あ
り
な
が
ら
、
琵
琶
湖
や
山
々
が
広

が
る
風
光
明め
い
び媚
な
地
で
あ
る
。

　
平
成
十
七
年
に
、
五
町
一
村
（
マ
キ

ノ
町
、
今
津
町
、
安
曇
川
町
、
高
島
町
、

新
旭
町
、
朽
木
村
）
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
。

退
会
抑
止
に

プ
ラ
チ
ナ
会
員
制
度

　
高
島
市
Ｓ
Ｃ
は
、
平
成
十
七
年
の
町

村
合
併
に
伴
い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
統
合
し
、
高
島
市
Ｓ
Ｃ
と
し
て
発

足
し
た
。
当
時
の
会
員
数
は
約
五
百
人
。

平
成
二
十
八
年
度
に
は
五
百
七
十
四
人

ま
で
増
え
た
が
、
企
業
に
お
け
る
定
年

後
の
雇
用
継
続
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
な
ど
で
減
少
傾
向
に
あ
り
、

令
和
二
年
度
は
五
百
六
人
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
上
昇
し
続
け
て
い
る
会
員
の

平
均
年
齢
は
七
十
五
・
三
歳
で
、
高
齢

の
会
員
が
増
え
る
中
、
加
齢
に
よ
る
体

調
不
良
な
ど
か
ら
毎
年
退
会
者
が
増
加
。

抑
止
策
と
し
て
、
プ
ラ
チ
ナ
会
員
制
度

を
設
け
て
推
進
し
て
い
る
。

　
令
和
二
年
度
は
、
事
業
実
績
も
前
年

度
を
割
る
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
始
め

た
事
業
の
依
頼
件
数
が
わ
ず
か
な
が
ら

伸
び
て
、
新
た
な
取
り
組
み
が
セ
ン
タ

ー
に
光
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

ス
タ
ー
ト
の
経
緯
と
思
い

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
寄
付
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
を
す
る
と
、
そ
の
地
域

か
ら
返
礼
品
と
し
て
特
産
品
や
工
芸
品

な
ど
が
送
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、

活
用
す
る
人
が
増
え
て
き
た
。

　
高
島
市
の
返
礼
品
で
は
近
江
牛
、
ウ

ナ
ギ
、
地
酒
な
ど
の
人
気
が
高
く
、
集

ま
っ
た
寄
付
金
を
保
育
や
妊
婦
健
診
費

用
、
森
林
資
源
の
保
全
な
ど
に
使
用
し

て
い
る
。

　
市
の
返
礼
品
の
一
つ
に
、
高
島
市
Ｓ

Ｃ
が
提
供
す
る「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

が
加
わ
っ
た
の
は
、
平
成
三
十
一
年
四

月
の
こ
と
。
各
自
治
体
が
返
礼
品
の
内

容
に
工
夫
を
凝
ら
す
中
、
高
島
市
か
ら
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　高島市ＳＣは、平成31年 4 月にふるさと納税返礼品とし
て、市外在住者の要望に応える「生活支援サービス」を開
始した。現在のところ、市内に家や土地がある人からの草
刈り・草取りの依頼がほとんどとなっているが、例えば、
市内に住む親のために肩たたきを会員が代行することも可
能だ。市外在住者の役に立ちながら、地域貢献につながる
事業として、丁寧に取り組んでいる。

市
外
在
住
者
の
思
い
に
応
え
つ
つ

地
域
に
貢
献
で
き
る
返
礼
品
を
提
供

公
益
社
団
法
人

高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（滋

賀
県
）
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声
が
掛
か
り
、「
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
状
況
と
先
進
事

例
を
参
考
に
し
て
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
提
案
し
、
登
録
し
ま
し
た
」

と
川
添
宏
司
理
事
長
は
振
り
返
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
の
は
、
地

域
貢
献
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
の
こ
と

だ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
は
市
外
在
住
で

あ
る
が
、
市
内
に
所
有
す
る
家
や
土
地

の
管
理
な
ど
が
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る

と
い
っ
た
人
々
の
力
に
な
り
、
そ
の
先

も
役
に
立
て
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
と
の
思
い
も
あ
っ
た
。

｢

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
内
容

　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
、
高

島
市
Ｓ
Ｃ
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
主
に
次
の
内
容

で
あ
る
。

●
寄
付
を
し
た
人
の
親
や
祖
父
母
、
親

戚
、
知
り
合
い
の
生
活
支
援
や
、
そ
の

人
々
ま
た
は
寄
付
を
し
た
人
の
所
有
す

る
家
屋
や
土
地
の
管
理
を
セ
ン
タ
ー
の

会
員
が
寄
付
者
に
代
わ
っ
て
行
う
。
具

体
的
に
は
草
刈
り
、
草
取
り
、
庭
木
の

手
入
れ
、
落
ち
葉
の
掃
除
、
買
い
物
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
。

●
寄
付
者
は
、
高
島
市
外
在
住
者
に
限

定
さ
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
は
、

市
内
在
住
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
寄

付
者
が
市
内
に
所
有
す
る
家
屋
や
土
地

に
限
定
さ
れ
る
。

　
琵
琶
湖
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
高
島
市
に
は
、
別
荘
や
セ

カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
持
つ
人
も
多
く
、
同

高島市ＳＣでは、ふるさと納税返礼品として「生活支援サービス」を提供している。市外在住者を対象に、市内にある
家屋や土地の管理を会員が担っている。写真は、会員による草刈り作業

高島市ＳＣが「生活支援サービス」として行った内容のほとんどが、
除草作業である
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セ
ン
タ
ー
で
は
以
前
か
ら
、
シ
ー
ズ
ン

オ
フ
の
期
間
に
別
荘
の
持
ち
主
か
ら
依

頼
を
受
け
て
、
建
物
の
管
理
や
庭
掃
除

な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
経
験
も
踏
ま
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
を
決
め
た
と
い
う
。

●
寄
付
の
金
額
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
時
間
や
回
数
を
定
め
て
い
て
、

例
え
ば
、
一
万
円
の
寄
付
額
で
あ
れ
ば
、

二
時
間
の
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を

一
回
提
供
す
る
（
表
）。

　
こ
れ
ら
は
、
令
和
元
年
六
月
に
打
ち

出
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
新
た

な
ル
ー
ル
「
返
礼
品
は
寄
付
額
の
三
割

ま
で
」
に
の
っ
と
る
内
容
で
あ
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
日
時
や
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
と

寄
付
者
と
で
直
接
打
ち
合
わ
せ
て
決
め

て
い
く
。

取
り
組
み
の
進
め
方
と
実
績

　
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
と
な
る
利
用
者

（
寄
付
者
）
と
は
、
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
直
接
や
り
取
り
を
す
る
。
利
用
者

の
連
絡
先
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
専
門
サ

イ
ト
の
担
当
部
門
か
ら
伝
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

や
日
時
の
要
望
を
聞
き
、
現
場
を
下
見

し
て
見
積
も
り
を
作
成
。
就
業
会
員
を

決
め
て
、
お
お
よ
そ
の
作
業
予
定
日
を

含
め
て
利
用
者
に
伝
え
る
。

　
会
員
の
安
全
の
た
め
就
業
は
ペ
ア
で

行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
二
時

間
分
の
サ
ー
ビ
ス
を
二
人
で
行
う
と
、

作
業
時
間
は
実
質
一
時
間
と
な
る
。
例

え
ば
草
刈
り
の
場
合
、
作
業
を
す
る
面

積
が
広
か
っ
た
り
、
草
木
の
状
況
や
伐

採
し
た
枝
葉
の
処
理
方
法
な
ど
に
よ
っ

て
寄
付
額
の
サ
ー
ビ
ス
を
超
え
る
見
積

も
り
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合

は
あ
ら
か
じ
め
伝
え
、
超
過
す
る
分
を

利
用
者
の
意
向
に
沿
っ
て
請
負
で
別
に

受
注
す
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
見
積
も
り
内
容
を
丁
寧
に
説
明
し
、

理
解
を
得
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

を
大
事
に
し
て
い
る
。

　
作
業
終
了
後
は
、
作
業
前
後
の
写
真

を
添
え
て
報
告
書
を
作
成
し
、
利
用
者

に
送
付
す
る
。

　
実
績
（
件
数
）
は
、
令
和
元
年
度
が

九
件
、
令
和
二
年
度
が
十
八
件
（
七
件

は
リ
ピ
ー
タ
ー
）、令
和
三
年
度
は
十
一

月
末
日
現
在
で
十
五
件
と
な
っ
て
い
る
。

提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
墓
掃
除

が
一
件
、そ
の
他
は
全
て
除
草
作
業（
草

刈
り
、
草
取
り
）
で
あ
る
。

　
作
業
は
、
要
望
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
内

容
に
応
じ
て
日
ご
ろ
か
ら
就
業
し
て
い

る
会
員
に
依
頼
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
草
刈
り
や
草
取
り
の
就
業

会
員
が
担
っ
て
い
る
。

心
掛
け
て
い
る
の
は

懇
切
丁
寧
な
対
応

　
北
村
政
司
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は
、

「
件
数
は
ま
だ
わ
ず
か
で
す
が
、
こ
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
会
員
の
就
業
機
会

が
増
え
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
い

る
の
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
今
後
も

高
島
市
に
毎
年
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る

人
が
増
え
て
い
け
ば
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ

か
け
に
当
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
、
ほ
か

の
サ
ー
ビ
ス
も
依
頼
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
、
現
在

ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
す
。
ま

た
、
今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
、
懇
切
丁
寧

な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
強
調
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
返
礼
品
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

を
考
え
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
対
し
て
、
川
添
理
事
長
は
「
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
市
外
に
住
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
直
接
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
な
ど
の
不
安
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
い

う
制
度
を
通
し
て
行
う
こ
と
か
ら
、
利

用
者
に
対
し
、
時
に
は
制
度
そ
の
も
の

に
つ
い
て
の
説
明
を
す
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。
丁
寧
な
応
対
を
す
る
の
は

表　ふるさと納税返礼品
　　「生活支援サービス」の提供時間など

生 活 支 援 サ ー ビ ス
寄付額

時　　間 回　数

2時間 1回 10,000円

4時間 1回 20,000円

8時間 1回 40,000円

2か月ごとに2時間 6回 60,000円

1か月ごとに2時間 12回 120,000円
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通
常
の
受
注
も
同
じ
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
点
も
踏
ま
え
て
、
こ
の
取
り
組
み

な
ら
で
は
の
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

や
り
取
り
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

社
会
貢
献
に
つ
な
が
る

｢

思
い
や
り
型
返
礼
品
」

　
苦
労
し
て
い
る
点
は
特
に
な
い
と
言

う
が
、
依
頼
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
除
草

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の
「
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
」
も
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
北
村

事
務
局
長
。

　
「
例
え
ば
、
遠
方
に
住
ん
で
い
る
子

ど
も
が
、
高
島
市
在
住
の
親
の
た
め
に

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
自
分
の
代

わ
り
に
親
の
肩
た
た
き
を
し
て
ほ
し
い
、

買
い
物
を
代
行
し
て
ほ
し
い
、
と
い
っ

た
内
容
に
も
対
応
で
き
る
の
で
す
が
、

ま
だ
利
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
距
離
で

介
護
を
し
て
い
る
人
な
ど
の
役
に
立
つ

こ
と
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
支

援
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
の
サ
イ
ト
に
載
せ
る

表
現
の
仕
方
な
ど
を
改
め
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
ま
た
、
利
用
者
は
市
外
在
住
で
、
市

内
に
実
家
が
あ
る
、
家
屋
や
土
地
が
あ

る
人
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
限
ら
れ
た

対
象
者
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
か
が
課
題
だ
と
話
し
た
。
例
え
ば
、

近
隣
セ
ン
タ
ー
や
県
単
位
な
ど
で
一
緒

に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
機
会
や
方

法
を
検
討
し
、「
利
用
者
の
要
望
に
応
え

て
会
員
が
代
行
し
て
役
に
立
ち
、
セ
ン

タ
ー
は
会
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
幅

広
く
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
ま
す
」
と
、
北
村
事
務
局
長
は
抱

負
を
述
べ
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
は
、
当
初
は

物
品
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は

空
き
家
管
理
や
墓
掃
除
、
老
親
の
見
守

り
と
い
っ
た
多
様
な
代
行
サ
ー
ビ
ス
も

増
え
て
き
て
い
る
。

　
高
島
市
の
返
礼
品
で
は
、
高
島
市
Ｓ

Ｃ
の
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
郵

便
局
の「
み
ま
も
り
で
ん
わ
サ
ー
ビ
ス
」

の
二
つ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
で
、「
思
い
や
り
型

返
礼
品
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
思
い
や
り
型
返
礼
品
と
は
、
寄
付
を

す
る
こ
と
で
「
自
分
の
た
め
で
な
く
誰

か
の
た
め
に
な
る
」「
社
会
貢
献
に
繋つ
な
が

る
」
返
礼
品
の
こ
と
。
平
成
二
十
九
年

に
群
馬
県
前
橋
市
が
始
め
た
取
り
組
み

が
最
初
で
、
賛
同
し
た
岩
手
県
北
上
市

が
続
き
、
参
加
す
る
自
治
体
が
広
が
っ

て
、
高
島
市
も
加
わ
っ
た
。

　
こ
れ
以
外
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

で
も
、
こ
こ
数
年
は
こ
の
よ
う
な
意
図

の
返
礼
品
が
新
た
に
増
え
て
い
て
、
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
出
番
が
増
加
し
て
い
る
。

今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
増
山
美
智
子
）

川
添
宏
司
理
事
長
︵
写
真
右
︶、北
村
政
司
常

務
理
事
兼
事
務
局
長
︵
写
真
左
︶

事業運営状況 （平成28年度～令和 2 年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成28 409 165 574 2.9 386
（39,942） 67.2 1,874 157,091 23.4/76.6

29 397 157 554 2.8 247
（40,225） 44.6 1,917 161,100 22.2/77.8

30 404 155 559 2.8 418
（40,736） 74.8 1,894 165,340 19.6/80.4

令和元 393 145 538 2.7 397
（39,145） 73.8 1,932 162,889 18.5/81.5

2 364 142 506 2.5 382
（34,795） 75.5 1,752 143,103 21.0/79.0

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2 年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


